
（別紙４）

事業所名 放課後等デイサービス　いまここplus

公表日 2026年1月日

利用児童数
28

2026年1月日 回収数 17

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

環
境
・
体
制
整
備

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 15 2

安全で広々とした環境の維持に努め、
引き続き年1回以上の参観日を計画し
ていく。また、個別モニタリング面談等
で来所された際には、ご希望に応じて
活動エリアをご案内し、お子さまの活
動環境へのご理解を深めていただける
よう努めていく。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 15 2

職員の配置につきましては、国が定め
る人員配置基準を厳守している。活動
内容や参加状況に応じて職員のシフト
を柔軟に調整し、安全かつ充実した支
援体制を確保しています。感染症など
の理由で出勤職員が不安定になる状
況においても、状況に応じた適切な対
応を継続的に実施していく。

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると
思いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフ
リー化や情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

13 1 3
絵などの視覚支援があってもいい
と思う

今後は、活動や日常の流れがより
分かりやすくなるよう、絵や写真
などの視覚支援の活用について検
討し、児童たちが安心して過ごせ
る環境づくりに努めてまいります。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思います
か。また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。 13 4

定期的な清掃と備品（おもちゃ、ぬいぐ
るみ等）の洗浄・消毒・整理整頓を徹底
し、清潔で心地よく過ごせる衛生的な
環境を保持している。

適
切
な
支
援
の
提
供

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある
支援が受けられていると思いますか。  13 2 2

先生の専門性がどの程度なのかは
わからない。
知識に差があると感じる。

朝礼・夕礼で児童に関する詳細な情報
共有と、毎月のケース会議における専
門的な協議を徹底し、特性に応じた
ニーズを深く理解し、計画的かつ一貫
性のあるチーム支援を目指している。
また、事例検討や支援、制度について
の研修を受講している。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内
容と合っていると思いますか 。 16 1

支援プログラムは、公式lineやホーム
ページで公表しており、日々の活動は
支援プログラムに沿って考案・実施し
ている。

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的
に分析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作
成されていると思いますか。

16 1

子どもの日々の様子や特性、保護
者様から伺ったニーズ・困りごと
を基に、職員間で支援会議を行
い、共有理解を持って個別支援計
画を作成しています。

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライン
の「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族
支援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目
が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると
思いますか。

14 1 2

ガイドラインで示されている『本人支
援』『家族支援』『移行支援』の視点か
ら、必要な項目を選定し、そのうえで支
援内容を具体的に記載することを職員
間で徹底している。

9
放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思います
か。 15 1 1

個別支援計画の内容は全職員で共有
し、支援前に確認した上で、計画に
沿った統一した支援を行っている。

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思い
ますか。 15 2

多くの場所へ連れてっていただけ
ることや、室内でもたくさんの料
理体験などをして飽きさせない内
容であるところが素晴らしいと思
う。

毎月のレク会議で活動内容を必ず見
直し、新しいプログラムを継続的に導
入しており、活動が固定化することが
生じないよう徹底している。

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する
機会がありますか。 5 4 4 4

地域の学童や児童館との交流は行っ
ていないが、同系列の放課後等デイ
サービス事業所との交流活動や、地域
のイベント・事業所外での活動の機会
を設けることで、子どもに必要な交流
の機会は確保している。
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12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等に
ついて丁寧な説明がありましたか。 16 1

契約時には必ず保護者の方に分かり
やすく丁寧に説明しており、不明点に
ついても随時対応している。また、支援
プログラムについては公式lineやホー
ムページに掲載している。

13 「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなさ
れましたか。

13 2 2
各児童の計画書は、お渡しする際に保
護者の方に支援内容や目標について
説明している。

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われて
いますか。

5 3 2 7
性教育やお金の学習などの外部研修
の情報をInstagramやline voomを活用
し、情報提供を行なった。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状
況について共通理解ができていると思いますか。 15 1 1

送迎時の対面でのやり取りに加え、連
絡帳アプリやLINEを活用し、日々の様
子や気になる点を丁寧に共有すること
を心掛けている。継続的な情報交換を
通して、保護者の方々とお子さまの健
康や発達の状況について共通理解を
深められるよう努めている。

16
定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われています
か。 13 2 1 1

日頃の関わりから見える児童の様子を
踏まえ、保護者の方から子育てに関す
るご相談があった際には丁寧に対応し
ている。また、事業所で効果的であっ
た声掛けや支援方法については、面
談時や送迎時などを通して随時保護
者の方と共有するよう努めている。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 14 1 2

先生からの熱意は感じられない。
一部の先生が、暴言を吐いたり
きつく子供を𠮟っていて、中には
通いたがらないお子さんがいると
何度か耳にしたことがある。
送迎者の中で女性の先生が子供に
キツい言い方をして注意している
のも実際に目にした。
我が子にもそのような対応をされ
ているのかと疑ってしまう。

このたびは、職員の関わり方につい
て貴重なご意見をいただき、誠にあ
りがとうございます。ご指摘の内容
につきましては、事業所として重く
受け止めております。こどもたちが
安心して通うべき場であるにもかか
わらず、職員の言葉遣いや注意の仕
方により、不安を感じさせてしまう
可能性があるこは、決してあっては
ならないことです。今回のご意見を
受け、改めて職員全体で関わり方を
見直し、言葉遣いや叱り方について
の指導・共有を行ってまいります。
今後も、児童一人ひとりの気持ちに
寄り添い、保護者の皆さまに安心し
てご利用いただける事業所運営に努
めてまいります。

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士
の交流の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。ま
た、きょうだい向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流
の機会が設けられるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

3 3 3 8

保護者会については、現状では保護
者の方々からのニーズが少ないため
実施していない。しかし、今年度は夏
祭りでの参観を通して保護者同士が顔
を合わせられる機会を設けた。きょうだ
い同士の交流の場づくりにも取り組ん
だ。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備され
ているとともに、こどもや保護者に対してそのような場があることにつ
いて周知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応さ
れていますか。

12 3 2

相談だけでなく、利用に関する希望や
支援内容への要望などの申入れにつ
いても、送迎時やLINE等から随時受け
付けており、内容に応じて迅速かつ個
別に対応している。また、空き状況に
ついてはSNSやLINEと連動して確認で
きるようにしており、保護者の方が必
要な情報を随時把握できる体制を整え
ている。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされて
いると思いますか。 15 2

アプリでのやりとりは丁寧で迅速
だと思う。

LINEや連絡帳アプリを導入し、こども
や保護者との情報共有がスムーズに
行えるよう配慮している。基本的な対
応時間は10:00〜19:00としているが、
内容に応じて営業時間外でも可能な範
囲で対応し、いつでも連絡がとりやす
い環境づくりに努めている。

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連
絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に
対して発信されていますか。

16 1

ブログやInstagram、LINEを活用し、活
動の様子や行事予定、連絡体制等の
情報を定期的に発信している。自己評
価の結果についても、Instagramおよび
ホームページに掲載し、保護者がいつ
でも確認できるようにしている。
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22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 15 2

個人情報に関する書類は鍵付きラック
に収納し、適切に管理している。また、
SNS等に掲載する写真については十
分に配慮し、保護者から掲載許可をい
ただいている児童のみを掲載してい
る。さらに、個人情報保護に関する研
修を全職員が受講し、取扱いを徹底し
ている。

非
常
時
等
の
対
応

23
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マ
ニュアル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明
されていますか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

11 4 2

防災訓練以外をされているのか問
いたい。
訓練を実施しているとは思います
が、利用時でないときに実施して
いるかもしれないためわからない
としています

各種マニュアル（事故防止、緊急時対
応、防犯、感染症対応等）を策定し、
ホームページやLINEを通じて保護者が
いつでも確認できる体制を整えてい
る。非常災害に備えた防災訓練は年2
回実施しており、職員研修の中でも緊
急時対応、送迎時の安全管理、感染
症対策等を取り入れ、こどもの安全確
保を最優先とした支援体制づくりに努
めている。

24 事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必
要な訓練が行われていますか。

9 4 4 Q23と同じ

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される
等、安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いま
すか 。

12 2 3

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡
や事故が発生した際の状況等について説明がされていると思います
か。

14 2 1

怪我をさせられたことがないから
わからないが、たくさんの外出機
会がある中で、いつも無傷である
ことを大変素晴らしく思う。

現在、重大な事故等の発生はないが、
些細なことでも迅速に連絡し、状況を
丁寧に説明することを常に意識してい
る。

満
足
度

27 こどもは安心感をもって通所していますか。  15 1 1

先生が怖いという噂は耳にする。
子供の名前を呼び捨てで呼ぶ先生
がいてびっくりする。せめてちゃ
んやくんをつけてほしい。

このたびは、貴重なご意見をいただ
きありがとうございます。
職員の言葉使いや関わり方により、
不安な思いをおかけしましたことを
お詫び申し上げます。名前の呼び方
につきましては、親しみを意識した
関わりであっても、受け取り方によ
っては不安を与えてしまう可能性が
あることを、職員一同改めて認識い
たしました。今後は、原則として
「さん」「くん」等の敬称を用いる
ことを徹底し、言葉遣いや声かけに
ついても職員間で再確認を行ってま
いります。児童、保護者の皆様が安
心して過ごせる環境づくりに努めて
まいります。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 15 1 1 先生によく懐いている。

今後も、5領域や支援プログラムに
沿った活動や児童が楽しめる環境
づくりを検討していく。

29 事業所の支援に満足していますか。 15 1 1


